


は裁判が始まるのを待っていまして。《こちらを向く足（2023/9/5）》に描か
れている背景というのは、その時に見た京都御所の百日紅（さるすべり）の
木 の々風景です。非常に長い、約4カ月の裁判でしたので、裁判前は必
ず京都御所に足を運ぶものの、百日紅を通して風景がガラリと変わる。
百日間咲くと言われている百日紅の花が枯れて、実がついて、その時期
にちょうど判決が出たという時間軸を、自分の中で並走しながら作った
作品となります。なので今までの制作とは、目的も毛色もかなり違う作品
となります。その裁判が始まった時は事件から5年の月日が経っていたも

のの、作品を発表すること自体にすごくためらいがあったし、この関西圏
で展示するというのもためらいはありました。ですが、5年って意外に長い
なというか、忘れてしまうなとも思い、自分のひとつの区切りとして、今回展
示させていただいたという事になります。

─言っておられる百日紅の写真は、今回新しく制作された、作品資
料の「夢新聞」にも掲載されていますね。

「夢新聞」は今回新しく制作した、手書きの文字が原稿の新聞になり
ます。元々作品を作る上でルポルタージュ的に現場のいろんな写真を
撮ったりしていたんですが、「夢新聞」では、作品に載せきれない情報、
パッとメモした走り書きであったり、作品にするときの選択の中で漏れて
しまったような情報とか、事件が今でも続いていますので、その続報だっ
たりとか、自分がもう忘れてしまっていたものなどをもう一回新聞にするこ
とで再認識するような仕方で、自分の中で勝手に思い続けるというよう
な行為として新聞の形にまとめております。

─「夢」というテーマは、展示内容についての話し合いでも、だいぶ初
めのほうから出てきていたと思います。「夢」ということはいつごろから考え
ておられたのですか？ 

この美術館での個展のお話をいただく前から、夢というワードは、『現
代思想』の元編集長の池上善彦さんにたまたま教えてもらった、朝倉
喬司の『犯罪者も夢を見る』という書籍をきっかけに、漠然とですが夢
を見るというのがどういうことなのかと思っていました。元 考々えていたのは

「夢」というシンプルなタイトルではなくて、「傷」とか「悪夢」といったタイ
トルにしようと思っていました。それは今回の展覧会のベースにある京
都アニメーション放火殺人事件の法廷画を担当することが決まったあ

と、開廷するまでの間中ずっと、裁判所で被告が入廷するときに悲鳴
が上がったりする悪夢を見続けておりまして。そういう自分が見ていた悪
夢から、「悪夢」という名前をつけようかと思っていました。ですが実際
裁判が始まってみると、夢よりも現場の方が静寂に包まれていて、むしろ
現実の方が夢なんじゃないかと思ったんです。その出来事が自分の中
で大きくて、「悪夢」という名前ではいろいろなことを回収できないのかな
と思ったのがきっかけです。

また別件で先ほど《こどもと料理がしたい》という作品があったと思うん
ですけれども、この作品のきっかけになったのが羽曳野市の会社員が
殺害されてしまった事件で、そこで私は拘置所で被疑者の方と面会し
て、お顔をスケッチさせていただくという機会を得ました。そのときに無罪
を主張していた被告に記者がいろいろと説明する中で、ふと被告の方が
「ここを出ることができたら、こどもと一緒に料理がしたい」と漏らした言葉
が印象に残りました。「夢」というのは、寝ている時に見る夢だけではなく
て、潜在的な意識と言うところ以外にも、〇〇がしたいという願望としての
夢や、夢を見ることで現実を捻じ曲げてしまうという都合のよさだったり、
象徴的なものだったりとか、夢が見せるものを複合的に考えたときにどん
な展覧会ができるかなと思ってこんな名前にさせていただきました。
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　「夢新聞」と《宣告（2024/1/25）》

《こどもと料理がしたい》リトグラフ・BFK紙、2025年

 《それでも貴方たちはやさしかった》リトグラフ・BFK紙、2025年


